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控鋭手荷を諸行した1例
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{はじめに}近年の溺像診断の進歩により，腕籍樹援に撰時1:1:

蹄識をf1J.鍔jに発見する機会が増え，病状に泌じて適切な治擦戦

略を選択する 4足、姿がある.設々 はみ:締:1で燐f去に発生した右JliIi鑑
に対して綿腔鋭手術を施行したlfilJを経験したので報告する，
{症例169歳男性. 2004Jt:に京競多発揮p錨 (2憾の綴Ip.:..1:皮績と
1穏の線描)に対して，腕股鏡下1i:s事会鵠務を施行した.術後
に気菅支隊2諸君主を合鉾し 1i.腕郭形成新により軽快した既設が
ある.右腕部に増大傾向の結鮪彩がli1説し巽特性原発性器11

1話(第H蔀)が疑われた. 2007年に5cm長のfjIf綿皇室小錦腕およ
び2か所のポ…ト孔で綿控鏡下お!持部分-!;J)!象衛を施行した. シ
ョートカフ・ロングスパイラJvt語気智内チューブを中間幹に持
fをすることでよ葉を遊説させ，綿j段鏡のワーキングスペースを
議保することができた.上薬の議還を剥離したf去におの結
節を捜状に部分切除した.鶏理学的には8mm大の混合型線識

であった‘

{結縁1ri:1閥幹に挿管することにより.t=.櫛会議後の右Jlifj上薬
の鞠踏競手持fを安全に行うことができたみ
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